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市政のあり方を問う！
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日本共産党
津山市議団

政治家は、病気見舞いを禁止されています。 政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。

中 学 卒 業 ま で 医 療 費 無 料 化 を 貫 き 通 す ！

問

津山城の石垣は大きな魅力

美見みち子

竹内邦彦
津山自由民主倶楽部

子 ど も の 貧 困 対 策 連 絡 会 議 設 置 へ

国 と の 関 わ り 方

子
ど
も
の
貧
困

政
治
姿
勢

答

答

答

対
策
と
し
て
、
生
活

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
受
け
て

の
取
り
組
み
は
。

き
残
り
は
、
国
の
施

策
と
交
付
税
や
補
助

金
の
獲
得
を
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い

と
考
え
る
が
、
国
と

の
関
わ
り
方
を
市
長

は
ど
う
思
う
か
。

重
点
的
な
取
り
組
み

は
。

子
ど
も
の
貧
困

地
方
都
市
の
生

今
年
度
の
他
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で

市
政
運
営
を
円

行
政
と
保
育
・

滑
に
進
め
る
う
え
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
国
の
支

援
施
策
を
積
極
的
に

活
用
し
、
補
助
金
・

交
付
金
の
確
保
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
実

施
し
て
い
る
岡
山
県

東
京
事
務
所
へ
の
職

員
派
遣
な
ど
を
通
じ

て
、
国
・
県
と
の
調

教
育
機
関
や
民
間
支

援
団
体
等
で
構
成
す

る
子
ど
も
の
貧
困
対

策
連
絡
会
議
を
設
置

す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。
市
民
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
た

め
の
講
演
会
な
ど
も

開
催
し
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
約

４
分
の
３
が
養
育
費

を
も
ら
え
て
い
な
い

と
判
明
。
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
が
相
手

と
一
対
一
で
養
育
費

の
協
議
や
請
求
を
行

う
の
は
正
当
な
理
由

が
あ
っ
て
も
困
難
が

伴
う
た
め
、
弁
護
士

費
用
を
補
助
（
80
％

で
上
限
10
万
円
）
す

る
養
育
費
確
保
支
援

事
業
を
４
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

問

問

問

交
流
に
つ
い
て
、
熊

本
城
は
震
災
復
興
に

向
け
長
期
的
な
修
復

事
業
を
行
っ
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や

想
い
も
あ
る
。
世
界

遺
産
に
つ
い
て
は
、

審
査
基
準
が
非
常
に

厳
し
く
相
当
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

津本憲一
清流の会

津 山 城 石 垣 を 後 世 に ど の よ う に 伝 承 す る

文
化

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆

◆◆

保
護
観
察
に
対
す

る
津
山
市
の
対
応

は

安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り

就
学
援
助
に
つ
い

て防
犯
・
防
災
対
策

に
つ
い
て

答

問し
て
石
垣
の
壮
大
さ

は
天
守
以
上
に
日
本

近
世
城
郭
を
特
色
づ

け
る
も
の
で
、
天
守

の
優
美
さ
と
石
垣
の

荘
重
さ
こ
そ
が
城
の

大
き
な
魅
力
で
あ

る
。
全
国
の
名
城
石

垣
は
熊
本
城
石
垣
・

金
沢
城
石
垣
・
津
山

城
石
垣
が
歴
史
紀
行

作
家
の
中
山
良
昭
氏

の
著
書
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
津
山
城
石

垣
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
た
め
に
熊
本

市
・
金
沢
市
・
津
山

市
の
三
市
名
城
石
垣

交
流
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

名
城
の
条
件
と

二
つ
の
城
と
の

整
や
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
県
選
出

の
国
会
議
員
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
者
と

の
つ
な
が
り
を
深
め

る
中
で
、
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

市政の最終判断者は？！

観光産業で津山市を活性化！

松本義隆
市政会

市 長 の 政 治 姿 勢

答

答

答

答

最
終
的
に
は
私

任
期
を
全
う
す

決
し
て
指
摘
の

市
政
運
営
の
見

（
市
長
）
が
判
断
し

て
行
っ
て
い
る
。

る
の
が
私
（
市
長
）

の
務
め
で
あ
る
。

よ
う
な
こ
と
は
な

い
。
理
解
の
程
を
。

直
し
が
必
要
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
立
候

補
し
た
。

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に

係
る
事
業
で
こ
れ
ま

で
交
付
決
定
を
受

け
た
事
業
は
９
事

業
で
、
総
額
は
今

後
の
交
付
予
定
額

も
含
め
て
８
億
５
，

５
７
３
万
円
。
主
な

事
業
は
平
成
28
年
度

か
ら
、
地
域
産
業
の

活
性
化
を
図
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事

業
」（
５
年
間
）、
平

成
29
年
度
か
ら
、
滞

在
型
観
光
と
エ
リ
ア

が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
社
会
と
関
わ
り
を

持
ち
な
が
ら
能
力
を

発
揮
し
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
障

害
者
福
祉
の
一
層
の

向
上
と
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
る
。

津
山
市
側
は
津
山

市
二
宮
か
ら
皿
ま

で
で
、
総
事
業
費

は
約
２
２
０
億
円
。

昨
年
度
ま
で
に
約

86
億
円
投
資
さ
れ
、

本
年
度
は
３
億
３
，

２
０
０
万
円
。
用
地

取
得
率
は
面
積
ベ
ー

ス
で
約
85
％
と
聞
い

て
い
る
。

で
報
酬
15
％
・
退
職

金
25
％
カ
ッ
ト
を
提

案
し
、
公
約
は
守
っ

て
い
る
。

地
層
を
活
用
す
る

「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

用
等
に
よ
る
観
光
地

域
づ
く
り
」が
あ
る
。

村田隆男
市民と歩む会

交 付 決 定 を 受 け た 主 な 事 業 名 と 交 付 決 定 額 は

若 者 や 友 人 で 要 介 護 者 の サ ポ ー ト を

地
方
創
生

障
害
者
福
祉

空
港
津
山
道
路

政
治
姿
勢

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆
図
書
貸
出
カ
ー
ド

の
統
一
化

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
に
つ
い
て

答

答

答

答

答

問

問

問問

問問

問

問

問

付
決
定
を
受
け
た
、

主
な
事
業
名
と
交
付

決
定
額
は
。

携
事
業
は
。

害
者
割
引
制
度
で
事

前
登
録
の
対
象
車
両

を
障
害
者
一
人
に
一

台
で
は
な
く
、
家
族

用
と
介
護
者
用
の
二

台
に
す
る
よ
う
市
長

会
を
通
じ
て
国
に
要

望
し
て
は
。

の
津
山
南
道
路
の
事

業
費
は
。
用
地
取
得

率
は
。

酬
30
％
・
退
職
金
50

％
カ
ッ
ト
は
本
人
の

意
思
と
決
意
で
決
め

た
も
の
で
現
状
は
。

針
は
審
議
会
な
ど
へ

委
ね
て
い
る
の
か
。

政
策
で
は
な
く
他
に

誰
も
出
る
者
が
い
な

い
な
ら
私
が
出
る
と

言
っ
た
の
が
始
ま
り

で
は
。

ぜ
議
場
と
市
中
と
は

違
う
の
か
。

に
出
馬
表
明
し
た
が

最
初
に
出
馬
し
た
と

き
の
こ
と
を
覚
え
て

い
る
か
。

内
閣
府
か
ら
交

岡
山
県
と
の
連

有
料
道
路
の
障

空
港
津
山
道
路

市
長
公
約
の
報

市
の
大
事
な
方

私
の
記
憶
で
は

市
長
の
顔
が
な

来
年
の
市
長
選

津
山
市
が
「
ま

障
害
の
あ
る
人

津
山
南
道
路
、

本
年
３
月
議
会

吉
井
川
流
域
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
観
光
産
業
創

造
事
業
」（
５
年
間
）、

平
成
29
年
度
か
ら
取

り
組
む
移
住
・
定
住

を
推
進
す
る
事
業

（
３
年
間
）
で
あ
る
。

安東伸昭


